
物  質  名 テトラヒドロメチル無水フタル酸 ＤＢ－34 

別  名 

テトラヒドロメチル-1,3 イソベ

ンゾフランジオン 
メチルシクロへキセン-1,2-ジカ

ルボン酸無水物 
CAS 番号 11070-44-3 
PRTR 番号 第 1 種 202 
化審法番号 3-2451、3-2479 

構 造 式 

  

分子式 C9H10O3 分子量 166.18 
沸点 290℃ 1) 融点 －15℃ 1) 
蒸気圧 0.033 mmHg（25℃）1) 換算係数 1 ppm = 6.80 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 2.64（計算値）2) 水溶性 176.4 g/L（20℃）1) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 LD50 > 2000 mg/ kg  3)  
 ラット 経口 LD50 1,900 mg/ kg 3)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、100、300、1,000 mg/kg/day を 2 週間強制経口投与した結果、300 mg/kg/day 群で

前胃粘膜の肥厚がみられ、1,000 mg/kg/day 群で雌雄各 1 匹の死亡、体重増加の抑制、白血球

数の増加、赤血球数の減少、総タンパク質濃度及びアルブミン濃度の低下、前胃粘膜の肥厚

及び白色点、副腎重量の増加がみられた 4) 。 
・ラットに 0、30、100、300 mg/kg/day を雄で交配前 14 日間及び交配期間を含む 35 日間の合計

49 日間、雌で交配前 14 日間及び交配・妊娠期間から哺育 3 日目までを通して強制経口投与

した結果、雄では 300 mg/kg/day 群で一過性の流涎がみられ、血中の総コレステロール量、尿

素窒素濃度の低下及びトリグリセライド濃度の上昇、副腎相対重量の増加、前胃の扁平上皮

の過形成、粘膜下組織の肉芽腫性炎症、扁平上皮の空胞化及び扁平上皮から粘膜下組織の浮

腫の増加に有意差を認めた。雌では 300 mg/kg/day 群で前胃の扁平上皮の過形成及び粘膜下組

織の肉芽腫性炎症の有意な増加を認め、前胃の扁平上皮でびらんもみられた 4) 。この結果か

ら、NOAEL は 100 mg/kg/day であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、30、100、300 mg/kg/day を雄で交配前 14 日間及び交配期間を含む 35 日間の合計

49 日間、雌で交配前 14 日間及び交配・妊娠期間から哺育 3 日目までを通して強制経口投与

した結果、親及び仔への影響はみられなかった 4) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・電子部品製造に従事する男性労働者 22 人（平均年齢 30 歳、平均作業歴 5 年）のうち、常時

1.1～20.4 µg/m3 の作業場で働き、週に数回防護マスクを装着して短時間 95～312 µg/m3 の作業

場で働く 10 人では本物質に対する特異的 IgE 抗体陽性者はおらず、鼻炎を訴える者もいない

が、常時 5.3～50.3 µg/m3 の作業場で働き、週に数回防護マスクを装着して本物質の含浸槽の

清掃等を行い、短時間 1,120～1,550 µg/m3 の暴露を受ける 12 人のうち 4 人は高濃度作業場で

の作業時に鼻炎症状を訴え、うち 2 人は特異的 IgE 抗体陽性者であった。防護マスクの平均



漏洩率は 15％と報告されており、この率を適用するとマスク装着時の暴露濃度は前者で 14
～47 µg/ｍ3、後者で 168～233 µg/ｍ3 となる 5, 6) 。 

・時間荷重平均で 0.1 mg/m3 の作業場に就業した 22 才の男性労働者で、4 ヵ月後に作業中に鼻

汁、鼻閉が起こり、その後、胸陒感、持続性の咳、喘鳴が生じ、発症から約 1 年後の検査で

は、血清中の総 IgE が 235 kU/I（対照群の中央値 11 kU/I）、本物質に対する特異的 IgE の比

が 7.5（対照群の中央値 1.1）であり、皮膚プリック試験で本物質に対して陽性を示した。さ

らに、約半年後の肺機能検査では異常はみられなかったが、メサコリン吸入負荷試験で気道

過敏性がみられた 7) 。 
・3 工場の労働者で、個人サンプラーによる暴露濃度は A 工場で 8～45 µg/m3（n=6）、B 工場

で 4.7 未満～35.7 µg/m3（n=3）、C 工場で 2～37.8 µg/m3（n=3）で、本物質に対する特異的 IgE
抗体陽性者の比率は A 工場で 35％、B 工場で 21％、C 工場で 29％であった。また、特異的

IgE 抗体レベルには本物質の尿中代謝物濃度との間に関連はみられなかったが、特異的 IgG
抗体レベルでは関連性がみられた 8) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  

 日本産業衛生学会 9)

許容濃度 0.007 ppm 
（0.05 mg/m3） 

最大許容濃度 0.015 ppm 
（0.1 mg/m3） 

 

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 100 mg/kg/day（副腎

相対重量の増加、前胃扁平上皮の過形成など）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した

10 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。 
 吸入暴露については、ヒトの許容濃度 0.05 mg/m3（鼻炎や気道アレルギーの予防）を採用し、

暴露状況で補正した 0.01 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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